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テクノロジーは、企業のビジネスモデルを世界的に変革し、新たな成長機会
をもたらし、コストや効率性に新たな基準を提供している。人工知能（AI）
や自動化、ブロックチェーン、モノのインターネット（IoT）、5G（高速・
大容量通信規格）、クラウド、さらに量子コンピューティングの利用が進ん
だことで、以前は目指すべき将来像であったコグニティブ・エンタープライ
ズ * は、今や現実のものとなりつつある。

この変革を、バーチャル化（仮想化）が加速している世の中に照らし合わせ
てみると、特にエコシステムやデジタルなワークフロー、ネットワーク型企
業などがもたらす力がますます強くなっている。つまり、企業間や組織間の
枠を超えてデジタル化されたワークフローが流れることで、あたかもリアル
とデジタルが一体化した、1 つの大きなバーチャルな企業ができたかのよう
な価値が生み出されようとしているのである。こうした「バーチャル・エン
タープライズ」の誕生を支えるのが、企業に生命を吹き込み、エコシステム
参加者の連携の要となる価値の「ゴールデン・スレッド」** だ（図 1 参照）。

もともと、さまざまな機能を「オープンにする」「つなげる」ことを可能に
するバーチャル・エンタープライズは、世界規模で連帯を強めることで、人
が他者や地球に及ぼす影響力を高める。さらに、その存在意義や意図を、よ
り広範な社会的意義に合わせることができる。サステナビリティーとステー
クホルダー資本主義の考え方が、経営層の間に広まりつつある中、気候や健
康、安全、平等といった現代の最重要課題を解決するのに、新たなエコシス
テム・ビジネスモデルへの期待が高まりつつある。顧客、パートナー、従業
員が、組織と関わる際にも、この新しいビジネスモデルは大きな役割を果た
すだろう。

* 「 新たな市場を創出するビジネス・プラットフォーム」や「インテリジェント・ワークフロー」「エンタープライズ・エクスペリ
エンスと人間性」を軸にした企業像

** ゴールデン・スレッド（Golden Thread）：異なるもの同士を結び合わせ、より価値あるものに変える「金の糸」
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サステナビリティーと 
バーチャル・エンタープライズは、 
企業変革にいかにポジティブな
影響を与えるのか

サステナビリティーとは
サステナビリティーは、組織によって解釈が異なる、
複雑な、ともすれば漠然とした概念である。ある人々
にとっては、環境に関する目標のみを指し、別の人々
にとっては、社会的、経済的、さらには政治的要因
までも含めた幅広い検討課題を意味する。しかし具
体的な重点をどこに置くにせよ、サステナビリティー
を実現するためには、継続的な変革への取り組みが
求められる。変革をもたらすサステナビリティーと
は、企業が、迫り来るリスクに備え、コミュニティー
のニーズに応え、また新たな機会やビジネスモデル
を実現するために不可欠なツールなのである。

パンデミックが始まる前から、ビジネスにおいてサ
ステナビリティーや環境・社会・ガバナンス（ESG: 
Environment, Social, Governance）に関する、企業
の関心は高まっていた。その中で訪れた新型コロナ
ウイルス感染症の危機は、地球上のあらゆるものが
相互に結び付いていること、自然の役割、そして自
然と人の関係について、私たちに教訓をもたらした。
コロナ禍で、私たちの生活は大きく変化した。バー
チャルな働き方が当たり前になり、移動は自粛され、
都市における活動は制限され、グローバルの物理的
取引量が減少した。しかしその結果、大気中の炭素
量は減少し、有意義な影響も得られたのである。

企業のバーチャル・エンタープライズへの取り組み
は、この流れを加速するものであり、持続可能な地
球環境の実現に向けた体系的な変革への一歩となる
だろう。ビジネスはより大局的な視野で行われるよ
うになり、企業はステークホルダー資本主義を採用
し、その規模を拡大しようと図る。また顧客や従業
員は、企業の価値観に基づいて購入を決め、仕事を
選択するようになる（図 2 参照）。

バーチャル・エンタープライズの拡張エコシステム
は、インテリジェント・ワークフローを自動化し、
IT システムのベストミックスや、データのスマート
な活用も実現する。それにより、これまでとは別次
元の環境変化にも対応できる可能性を秘めている。
このエコシステムのパートナーシップは、価値観を
共有するパートナーの参加によって構成される。

こうした状況の中、企業の影響力が社会的な次元に
まで拡大されるステークホルダー資本主義に注目が
集まっている。企業はパートナーシップやエコシス
テムの枠を拡大し、健康、気候変動、食料安全保障、
社会的不平等といった世界が直面する重要問題にま
で、その視野を広げつつある。
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変革を可能にする新たなプラットフォームやモデル
の形成を巡って、企業の主導権争いが熱を帯びつつ
ある。バーチャル・エンタープライズは、この動き
を加速する最適な手段と言える。バーチャル・エン
タープライズのオープンなアプローチにより、企業
はサステナビリティーの概念を自身の本質的な理念

（DNA）に取り込むことができる。サステナビリティー
を、価値提案、ビジネス・パートナーシップ、顧客
エンゲージメント戦略に織り込むことで、人と人と
の関係や、地球環境への向き合い方にコミットし、
エコロジカル・フットプリント* の改善を促す。新し
いエクスポネンシャル・テクノロジーの活用を通じ、
サステナビリティーに貢献する革新的な製品やサー
ビスも生み出すことができるようになる。

働き方も大きな変化を遂げており、もはや以前のよう
な姿に戻ることはないだろう。従業員や利害関係者の

The Virtual Enterprise arrivesThe Virtual Enterprise arrives図 2

人と地球に対する懸念を示す経営層の比率は、	
かつてないほど高まっている

健康と福祉の尊重は、これからも企業にとって優先
事項であり続けるはずである。バーチャル・エンター
プライズの進化に伴い、企業は新たな事業ネットワー
クやチーム・モデルを構築する。その際に、テクノ
ロジーは従業員、雇用者、IT 技術の関係をより豊か
なものにする要となる。

企業が従業員の家庭の中にまで入り込んだことで、
仕事、従業員、家族、地域社会の間に新しい関係が
生まれた。私たちの生活にテクノロジーが浸透し、
倫理やガバナンスの問題が認識される中で、バーチャ
ル・エンタープライズは「責任あるコンピューティ
ング」という理念を体現する。またテクノロジーの
導入をポジティブな成果に結び付け、データに関す
るプライバシーの保護や完全性を守るために、倫理
原則の確立やその実践を促進する。

出典：“COVID-19 and the future of business: Executive epiphanies reveal post-pandemic opportunities.” IBM 
Institute for Business Value. September 2020. 邦訳「新型コロナウイルス感染症はビジネスの未来をいかに変えるか 
- 経営層の洞察が詳らかにするパンデミック後の機会 -」https://ibm.biz/covid-19-future-business-J
Q：次のビジネス・コンピテンシーを、貴社はどの程度優先していますか？
上図は、「優先度が高い」と「優先度が非常に高い」の合計の割合を示す。
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* 人間の社会・経済活動が地球環境にどの程度の負荷を与えている
かを示す指標。具体的には、食料などの生産活動に使う土地・海
洋の面積や、化石燃料から排出される二酸化炭素を吸収できる森
林面積、社会インフラに使う土地面積などから算出する。

https://ibm.biz/covid-19-future-business-J
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サステナビリティーと 
その影響：利害関係者との 
つながり、成果の向上、 
今までに解決できなかった 
問題の解決
サステナビリティーとその影響、成果は、これらを
リードする企業にとって副次的な目標ではない。そ
れらを自らの中核的なモチベーションと統合し、企
業としての成功の方程式を根本的に組み替えている
のである。サステナビリティーとその影響は、優先
順位や活動内容を吟味するための指針となっている。

バーチャル・エンタープライズは、「ソーシャル・グッ
ド」を追求することと、ビジネスの成果を結び付け
て考える。企業と社会との関係性を見直すことで、
かつてないスピード・範囲・規模で新たなプロセス
と発見を生み出す。

投資家・消費者・従業員・パートナーは、購買・雇
用・投資・エンゲージメントに関する意思決定を行
う際に、サステナビリティーとその社会的影響を考
慮するようになっている。こうした要素は企業にとっ
ての新たな検討課題となっている。IBM Institute for 
Business Value（IBV）の調査によると、パンデミッ
ク前はサステナビリティーに取り組む企業の割合は
約半数だったが、現在は 10 社中 9 社に増加してい
る。1 実際、経営層の 60% 近くは、パンデミックに伴
う混乱が、広範な社会契約に影響を与え、企業と社
会の関係を根本的に変えてしまうだろうと予想して
いる。2

企業が社会的責任を果たすべく取り組んでいる背景
には、将来への備えという動機も潜んでいる。例えば、
政府によるサステナビリティー関連の規制の数は増
えており、消費者の要求の度合いは日々厳しさを増
している。さらに投資家は、ESG 基準などのサステ
ナビリティー指標をますます重視するようになって
いる。組織のリーダーは、これらの圧力や要件の高
まりを無視できないのである。

新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、社会
のつながりの大切さを浮き彫りにした。世界のごく
一部で取られた行動が、世界的な影響を及ぼし得る
のである。このような状況下では、社会全体の利益が、
自社の利益に直結する。バーチャル・エンタープラ
イズによる社会的課題への取り組みは、自社の成長
や市場の獲得という結果につながる。

例えば、資源を大量に使うプロセスのデジタル化や、
デジタル化した高性能なシステムによる新たな効率
化の発見、あるいは科学やデータに基づくイノベー
ションによる問題解決* など、持続可能な取り組みは、
新しい市場と成長への扉を開く。ESG アジェンダを
進展させる倫理的なイノベーションは、ありふれた
利益追求型のパラダイムを、「社会貢献と利益の両立」
を目的とするより高度な形態の資本主義へと転換さ
せる。このような道を歩む企業は、未来のパラダイ
ムの先駆けとなって大きな利益を獲得すると同時に、
将来の成長への道筋も確立できるだろう。

サステナビリティーと社会貢献の目的意識とは、今
や企業の経営において最重要事項となっている。環
境問題や幅広い社会的課題は、業界や部門を問わず、
組織戦略やオペレーション・モデルに影響を与えて

* 一例として、マテリアル・ディスカバリーがある。より地球環境
に優しい素材開発や、二酸化炭素分離ポリマーなど、サステナブ
ルな世界の実現に貢献するような、これまでにない物性値を有す
る新しい化合物や物質を、AI（人工知能）を活用して効率的にデ
ザインする技術である。地球上には膨大な数の未知の物質が存在
するとされ、これまでも半導体材料やジュラルミン、カーボンファ
イバーなどの登場が産業や社会生活を大きく変えてきた。しかし、
研究者が自らの知見を頼りに実験などを何年も繰り返して物質を
発見する手法では、時間と手間が非常にかかり、発見数にも限界
があった。データを膨大に学習した AI を活用することで、開発
スピードが高まり、人知を超える発見も期待できる。

マテリアル・ディスカバリーの詳細
https://research.ibm.com/jp-ja/5-in-5/

https://research.ibm.com/jp-ja/5-in-5/
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いる。サステナビリティーと社会的責任への関心の
高まりは、新たな市場機会の創出や、業務効率の向上、
リスクマネージメント戦略の立案、顧客や従業員の
満足度アップ、あるいは新たなサプライチェーン戦
略の実現といった結果を生み出している。

リーダーの差別化要因
サステナビリティーがもたらす変化のサイクルにお
いては、バーチャル化の強化が求められる。すなわち、
市場を創出するプラットフォーム（Market-making 
Platforms）とエコシステム、科学とデータに基づく
イノベーション、拡張インテリジェント・ワークフ
ロー、人とテクノロジーの包摂的なパートナーシッ
プ、そしてハイブリッドクラウドにより実現される
オープンでセキュアな共有とコラボレーションが不
可欠となる。

サステナビリティーに焦点を当てれば、企業は目的
意識を高め、顧客と従業員のエンゲージメントを強
化できるようになる。またデジタル技術により、企
業はサステナビリティーのパフォーマンスを高め、
ビジネス成果を実現することができる。

サステナビリティーでリーダーシップを成功させる
ためには、次に挙げる 4 つの項目を優先すべきである。

コミットメント：われわれが実施した経営層調査に
よると、パンデミック後の人財育成における最大の
課題は、共感、適応性、イノベーションに根ざした
組織文化を醸成することである。3 企業のリーダーた
ちは、サステナビリティーと社会貢献の目的意識を、
必須条件として、ビジネス戦略と価値提案に取り込
もうと努めている。

展開：経営層の 3 人中 1 人が、最重要なビジネス優
先事項として、持続可能なオペレーション機能の改
善を挙げている。4 デジタル技術と、データから得ら
れる洞察を活用すれば、オペレーションを改善し、
サステナビリティーの成果を高めることができるよ
うになる。

コラボレーション：プラットフォームを活用したエ
コシステムを導入すれば、持続可能な未来を築くた
めのオープンなイノベーションが促進できる。こう
した相乗効果をサポートする必要性を認めた上で経
営層の 65% は、今後 3 年以内にデジタル・コマン
ド・センター* を利用して、エコシステムのコラボレー
ションを実現すると回答している。5

変革：社会やビジネスのニーズを満たすためには、
変革が単一のステップやアクション、および計画で
終わることなく、継続的かつ持続可能な取り組みに
ならなくてはならない。

バーチャル・エンタープライズは、上記の優先事項を
実現するものである。私たちは、サステナビリティー
とその影響の緊急性に対応し、推進するために必要
な 3 つの重要なポイントを特定した。それは以下の
3 つである。

— 利害関係者のモチベーション

— ビジネス成果と社会的成果

— オープンなイノベーション

* デジタル・コマンド・センターは社内外のコラボレーションを促
進する「指令塔」として、AI などの最新デジタル技術を活用して
顧客やエコシステムを含めた社内外のオープン・イノベーション
を推進する。それによって顧客体験の向上や働き方の見直しなど
につながる推奨アクションを特定するほか、エンド・ツー・エン
ドのワークフローの可視性・透明性などを図る。
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利害関係者（顧客、従業員、企業、国、政府など）
はサステナビリティーにモチベーションと活力を感
じていることを、バーチャル・エンタープライズの
経営者は認識している。その影響は、消費者の意思
決定から、従業員の意識、投資家やパートナーとの
関係にまで及んでいる。

顧客の環境意識は高まりつつあり、自身の選択が社
会に与える影響を意識するようになっている。2021
年の IBV 消費者調査によると、全世界の消費者の
93% は、コロナ禍のために環境サステナビリティー
に関する考え方が変わったと答えており、3 人に 2
人強が環境問題を個人の問題として重視していると
回答した。また半数以上が、環境に配慮したブラン
ドには喜んで割増価格を支払うと答えている。6 また
多くの消費者は、持続可能な生活の理念をすでに受
け入れており、そのためには、個人や社会全体が環
境に与える負荷を軽減するための選択を行っている
と答えた。7 日本の消費者意識に関しては、興味深い
結果が出ている。一般的に言われる Z 世代の意識の
高さよりも、 60 ～ 70 代において社会課題への関心
が高い傾向があり、特に「環境問題や自然災害の脅威」
については、83%（60 代）、90%（70 代）と極めて
高い。8

消費者は社会的責任も注視しており、環境と社会的
責任を表裏一体の課題として捉えている。およそ 4
人のうち 3 人は、教育へのアクセスや、健康と福祉
の確保が非常に重要であると答えており、72% が、
貧困と飢餓の撲滅を重要事項として挙げた。9

主なポイント #1

利害関係者の期待に応え、 
モチベーションを高める

顧客、従業員、エコシステムのパートナー、 
そしてコミュニティー全体とともに成功を 
目指すには、サステナビリティーと企業の 
存在意義が、ますます重要な要素となる。

このような視点は、職場の選択にも表れている。回
答者の 69% が、環境的に持続可能な組織で働きたい
と答えており、約半数は、そのためには低い給与を
受け入れると回答している。サステナビリティーは、
従業員の定着率にも影響を与える。10 人中 7 人の従
業員が、環境サステナビリティーに関して評判が高
い企業ならば働き続ける可能性が高いと述べている。
また 4 人中 3 人近くが、経営層が社会的責任に関わ
る問題について、アクションを取ることを期待して
いる。10

投資家や財務担当者が、サステナビリティーを意思決
定の基準として取り入れるケースが増えている。世
界最大の資産運用会社である Blackrock 社は、2020
年初めに「サステナビリティーを投資の新しい基準
とすべきだ」と発表した。11 エコシステムも、この目
標のためにますます活気付いているようである。購
買先やビジネス・パートナーの選定の基準に、サス
テナビリティーを盛り込む企業が現れるようになっ
た。また主要サプライヤーに対して、炭素削減目標
の設定を求める企業も出現し始めている。

多くの企業は、バーチャル・エンタープライズへ生ま
れ変わる道を進んでおり、バリュー・チェーン全体
の機能にサステナビリティー目標を組み込むように
なった（図 3 参照）。企業は「責任ある調達（responsible 
sourcing）」の概念を採用し、サプライチェーン上の
意思決定において社会的・環境的影響を考慮するこ
とにより、さらに持続可能な製品やサービスの創出
を目指している。
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図 3

消費財企業の多くが、バリュー・チェーン全体で
サステナビリティーを考慮するようになった

Q3 サステナビリティーに関するデータや成果の
効果的な追跡、および組織内やエコシステム
全体で学びを広く共有するための行動を実現
できていますか？

出典：Cheung, Jane, Sachin Gupta, Chris Wong, and Sashank Yaragudipati. "The last call for sustainability:  
An urgent growth agenda for consumer products and retail." IBM Institute for Business Value. August 2021.  
邦訳「サステナビリティー経営、不可避の現実 - 消費財・小売業界の経営層に突きつけられた、事業継続への課題とは -」 
https://ibm.biz/LastCallSusJ
Q：次の領域における取り組みとして、貴社ではサステナビリティー目標（上位 3 つ）をどの程度適用していますか？
上図は、「ある程度適用している」と「かなり適用している」の合計の割合を示す。

顧客体験 販売と	
マーケティング

コマース サプライチェーン・
オペレーション

製造と生産

調達と仕入れ

製品のイノベーションと	
デザイン

需給計画

86% 82% 81% 83% 73% 73% 86% 86% 83% 86% 84% 82%

81% 77% 72% 87% 84% 74% 88% 85% 79% 91% 88% 88%

すべての人に 
健康と福祉を

気候変動に
具体的な 
対策を

飢餓を 
ゼロに

陸の豊かさを 
守ろう

貴社では、サステナビリティーに向けた 
コミットメントを利害関係者と 
共有していますか？

Q1 どのようにしてサステナビリティーを自社の
価値の中核に取り込んでいますか？

Q2 サステナビリティーと社会的影響の目標を定
め、実行する際、どのように顧客や従業員、
およびエコシステム・パートナーを巻き込ん
でいますか？

貴社の「現在地」を知るための問い 
～コミットメントの共有～

https://ibm.biz/LastCallSusJ


Yara 社
食糧問題の解決を目指して

ノルウェーを拠点とする Yara 社は、飢餓のない持続
可能な世界の実現を目指し、デジタル農業プラット
フォーム Atfarm/FarmX を開発した。同社による、
かかる持続可能な農業への取り組みは、世界規模で扱
う 1,000 万ヘクタール以上の耕作地に及ぶ。Yara 社
は世界最大のミネラル肥料メーカーの 1 つであり、
またデジタル農業ソリューションのグローバル・リー
ダーでもある。同社が開発したこのプラットフォー
ムは、世界中の孤立した自営農家をつなぎ、生産力
向上に必要な支援を提供している。

総合的なデジタル・サービスと、迅速なアドバイス
を提供することで、同社は森林破壊を阻止し、既存
農地の生産性向上に貢献している。当プラットフォー
ムは例えば、局地的な分単位の気象データを基に、
正確な収穫量をいち早く予測し、窒素や水の管理方
法を提案している。

特定のクラウドに依存しないこのプラットフォーム
は、最先端のデータ・サービスを従量課金制で提供
している。このサービスによって、農家は IoT センサー
や AI といった最先端のテクノロジーが生み出す、局
地的な天気予測や作物の被害予測、リアルタイムの
施肥提案などを活用できるようになった。

同サービスを利用する農業生産者の数は、すでに
300 万を上回っている。このプラットフォームに
よって、Yara 社は持続可能な農業を支援しつつ、ビ
ジネスモデルを拡大し、他社との差別化に成功し
た。同社はまた、透明性と信頼性を高めるブロック
チェーンなどの先進テクノロジーの開発にも取り組
んでいる。

8
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バーチャル化は、企業のサステナビリティーへの挑戦を 
支援すると同時に、ビジネス・チャンスを切り開く 
能力を高める。

主なポイント #2

ソーシャル・グッド（Social Good）のための
テクノロジー導入は、ビジネスにも役立つ

バーチャル・エンタープライズがコミットする社会
改善の取り組みは、ビジネス成果をも生み出す。

環境や社会の課題解決の追求と、ビジネス成果の向
上とは、互いに対立する目標ではない。それどころか、
10 人中 7 人の経営層は、サステナビリティー目標を
達成すれば、オペレーションの有効性とアジリティー
が向上すると答えている。12

現代の技術力は、経済の姿を変える力を秘めている。
しかし、それは単なるビジネス・ツールではなく、
極めて複雑な環境問題や社会的な課題をも解決する
ものである。だからこそ ESG 目標を達成するために、
企業はビジネスの効率性を高め、機会を生み出すテ
クノロジー、データ、洞察を活用すべきなのである

（図 4 参照）。

バーチャル・エンタープライズは、ハイブリッドク
ラウドとエクスポネンシャル・テクノロジーを応用
して、新たなビジネス・プラットフォームを構築で
きる。さらには環境や社会への影響を考慮しながら、
インテリジェント・ワークフローを導入すれば、オ
ペレーションと顧客体験を大幅に改善できる。

最近、われわれが行った調査によると、最高情報責
任者（CIO）の 42% が、今後 3 年間でデジタル技
術が最も大きな影響を与えるビジネス分野は、サス
テナビリティーだと答えている。13 例えば、バーチャ
ル化は、デジタル・アクセスにより、リモートワー
クを実現する。さらにオフィス・スペースを縮小し、
通勤時間を短縮することにより、脱炭素化を後押し
する。そして循環型経済への道を切り開く。

アナリティクスを活用した拡張サプライチェーンは、
来歴管理や予測の能力を高め、消費と調達の差を解

消し、廃棄物を削減する。企業の成功に対する基準
や指標に、気候変動対策が組み込まれるにつれて、
炭素削減は進み、再生可能エネルギーを開発しよう
という強い動機を生むきっかけとなる。実際、経営
層の 50% は、今後 3 年間でカーボン・ニュートラル
を目指すと答えている。14

現在すでに、大規模インフラにおけるサステナビリ
ティーをシミュレートするための、デジタルツイン

（digital twins）が実用化されている。香港国際空港
やロッテルダム港では、運用技術のイノベーション
や、再生可能エネルギーによる発電、ヒューマン・
マシン・インタラクションの組み合わせが、素晴ら
しい効果を生んでいる。15

サプライチェーンの面からネットゼロを実現するた
めには、エコシステムのワークフロー全体を可視化
し、パートナーと協力してより持続可能なソリュー
ションを開発することが必要である。バーチャル・
エンタープライズは、オープンなエコシステムにデー
タと洞察を統合することで、環境や社会にポジティ
ブな効果をもたらし、組織の価値を高める。さらに
ビジネス・プロセスや意思決定にデータを組み込む
ことで、環境を改善し、社会に良いインパクトを与
える。

ビジネスの観点から見ると、このような取り組み
は、環境や社会の課題を市場機会に変え、社会と企業
の両方に利益をもたらし、企業の差別化を可能にす
る。 実 際、Business and Sustainable Development 
Commission（ビジネスと持続可能な開発委員会）は、
環境サステナビリティーに関連する市場機会は、12 兆 
ドルにも上ると試算している。16
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図 4

ESG目標を支える	
統合されたテクノロジー

Q3 現在取り組んでいるプロセスの見直しや自動
化により、サステナビリティーの成果や指標を
改善し、また推進できると思いますか？

出典：IBM Institute for Business Value の分析

バーチャル・コミュニティー： 
顧客、従業員、エコシステムのパートナー

環境：オープンなイノベーションは、地球が直面する極め
て困難な課題解決に貢献する

社会：拡張されたバーチャル・コミュニティーは、アジリ
ティー、ダイバーシティー、インクルージョンを支える

ガバナンス：環境問題や社会問題の多くは産業分野を横断
し、新しいガバナンスが求められる

バーチャル化と新しい働き方

環境：リモートワークは、オフィス・スペースと通勤時
間を削減し、脱炭素化に役立つ

社会：AI を活用したワークフローは、継続的な学習と新
しいスキルを強化する

ガバナンス：アジャイルでバーチャルな運用モデルは、
利害関係者のエンゲージメントを高める

インテリジェント・ワークフローと透明性

環境：インテリジェント・ワークフローは、エネルギー、
水、廃棄物の管理状況を監視し、洞察を提供する

社会：顧客や従業員は、組織の価値に対する信頼に基づ
いて、購入や仕事の選択を行う

ガバナンス：可視性と透明性は、経済活動やガバナンス
の方法を変革する

人とテクノロジーのパートナーシップ

環境：サステナブルな社会の実現には、パートナーシップ
とテクノロジーに対応したプラットフォームが必要となる

社会：新しいチーム・モデルとテクノロジーで、家庭から
コミュニティーに至るまで、目的に応じた関係を構築する

ガバナンス：倫理やガバナンスの問題は、テクノロジーが
私たちの生活に入り込むことで複雑化する

ハイブリッドクラウドと 
エクスポネンシャル・テクノロジー

環境：アナリティクスの活用は、オペレーション予測を強
化し、廃棄物を削減し、循環型経済の課題解消を促進する

社会：デジタルツインは、物理的な現象をモデル化する
ことで、インフラでの持続可能性をシミュレートし、意
思決定を補強する

ガバナンス：利害関係者を重視するアントレプレナーシッ
プ（起業家精神）に徹することで、人間や地球、企業のパー
パス（存在意義）、さらに利益効果を総合的に捉えること
ができる

新しいビジネス・プラットフォームとエコシステム

環境：プラットフォームの可視性と透明性が、エコシステ
ムのコラボレーションを強化する

社会：労働条件や調達行動に関する新たな洞察が、問題解
決に向けた協力を生み出す

ガバナンス：プラットフォームが、倫理基準の実現を促す

貴社のサステナビリティーへの取り組みは、 
どのようなビジネス機会を生み出すと 
思いますか？

Q1 組織やエコシステムのサステナビリティーや
社会的影響を検証し、改善するために、テク
ノロジーやデータをどのように活用していま
すか？

Q2 サイロ化を解消し、AI に対応したプロセスを
実現するために、エクスポネンシャル・テクノ
ロジーを導入していますか？環境目標とビジネ
ス目標を一致させるよう工夫していますか？

貴社の「現在地」を知るための問い 
～テクノロジーの活用～



Farmer Connect 社
サプライチェーンの透明性の向上と、 
サステナビリティー

コーヒーの年間消費量は 5,000 億杯を超えている。
19 ～ 24 歳の 3 分の 2 は、持続可能な方法で栽培さ
れた、信頼できる仕入れ先から手に入れたコーヒー
を購入したいと考えている。17 しかし国際的な認証機
関の制度は整いつつあるが、コーヒー農家が十分な
生活費を得るために必要な情報は不足している。コー
ヒー産業は大規模なグローバル・サプライチェーン
により支配されているため、コーヒーを追跡調査す
ることは難しい。明らかにできるのは、独自のシス
テムを経由した、ほんの一部分を追跡調査して得た
データにすぎない。

しかし現在では、近所のバリスタとコーヒー栽培農家
との間にある距離を縮めたいと思う消費者のためのソ
リューションがある。それは、farmer connect® が消
費者向けのアプリケーションとして開発した「Thank 
My Farmer」である。このアプリケーションは、消費
者と農家、そしてその間に存在するすべての関係者を

結び付けるものである。より透明で持続可能な食品サ
プライチェーンの構築を目的として開発された。情報
はインタラクティブなマップ上に表示され、それぞれ
の製品のストーリーがシンプルかつ拡張可能な方法で
語られる。また、添付された QR コードを読み取るこ
とで、消費者が応援する農家にリアルタイムでチップ
や寄付という形の利益を提供することもできるなど、
さまざまなコーヒー・コミュニティーによるサステナ
ビリティー・プロジェクトや、その活動を消費者が支
援する方法が紹介されている。

このソリューションには、ブロックチェーン技術が
利用され、コーヒーやココアのサプライチェーンに
関わるすべての関係者を 1 つにまとめている。これ
により農家、協同組合、取引業者、小売業者は、よ
り効率的な交流ができるようになり、消費者は自分
が飲む製品の起源について、新たな知見を得ること
ができるようになった。

急速に進展するサステナビリティー          11



12

* 事例の一つに、旭化成が日本 IBM の技術支援を受けて進めている「BLUE Plastics」プロジェクトがある。この取り組みは資源循環社会の
実現に向け、オープンなデジタルプラットフォームの構築を目指したもので、日本 IBM のブロックチェーン技術を活用した。リサイクル
チェーンの各工程に関わる企業がそろってプロジェクトに協力していることも特徴であり、回収、ペレット化、成型および最終製品化の各
工程を専門とする企業が協力することで業界の枠が取り払われ、オープンイノベーションが加速する。さらに消費者は製品のリサイクル由
来などを確認し安心して購入することができ、企業と消費者、社会の関係が再構築される。

プロジェクトの詳細
https://jp.newsroom.ibm.com/2021-05-24-Asahi-Kasei-launches-plastic-resource-recycling-project-BLUE-Plastics-with-IBM-Japan

エコシステムとその技術プラットフォームは、複雑な課題を解決する 
中心的な役割を担い、顧客や従業員に目的を明示する。

主なポイント #3

社会的課題に取り組むには、 
オープンなコラボレーションと 
パートナーシップが不可欠である 

持続可能なソリューションを開発するには、オープ
ンなイノベーションと多様な利害関係者とのコラボ
レーションが必要である。これを実現するには、バー
チャル・エンタープライズが理想的である。

サステナビリティーを高めるためのアイデアは、予
期せぬところから生まれることがある。パートナー
や利害関係者など、エコシステム全体の幅広いソー
スから情報収集することができるのがオープン・イ
ノベーションである。

オープン・イノベーションでは、従来のコラボレー
ションにとどまらず、サイロを取り払い、エコシス
テム全体のイノベーションと集合知を総合的に活用
できる。おそらくこのことを念頭においていると思
われるが、企業の 58% が、環境サステナビリティー
戦略を実行するためには、エコシステム・パートナー
との効果的な連携が必要だと強調している。18

オープン・イノベーションの重要な要素の 1 つが、
共同で作成し、共有されるデータである。データを
共有することで、共通の関心事が浮き彫りになり、
障壁を取り除けるようになる。AI やブロックチェー
ンなどのデジタル技術は、発見をさらに加速させ、
より持続可能な未来を育む。例えば、デジタル・コ
マンド・センターは、組織内、顧客との間、そして
エコシステム全体で、オープン・イノベーションを
促進する（図 5 参照）。これらのツールで実現される
ビジネス・プラットフォームは、今まで不可能だっ
た方法で共創や新しい働き方をサポートする。また
同時に、気候変動対策やその他の社会目的に沿った
ビジネス戦略の策定を支援する。

しかしプラットフォームを活用したオープン・イノ
ベーションの可能性を十分に引き出すためには、従来
のアプローチや運用モデルを、直線的なプロセスから
より複雑なダイナミクスへと変革する必要がある。ま
たエコシステムとのコラボレーションには、ワークフ
ローのすべての要素を含める必要がある。オープンに
することで、差別化された能力はより明確になる。

透明性と洞察力が向上すれば、消費者・企業・投資家・
政府は、購入・生産・販売・輸送・消費・ガバナン
スの方法を選択したり、変えられるようになる。そ
の結果、経済活動の運用にも改善の余地が生まれる。
多くの環境問題や社会問題は、産業の壁を超越して
おり、セクターを超えた取り組みが必要である。* 例
えばプラスチック廃棄物を例として、循環型経済の
可能性について考えてみる。化学会社がエチレンを
生産してプラスチックを作り、それを原料にメーカー
がペットボトルを作る。そして消費財企業がペット
ボトルに飲料を充填して消費者に販売する。

順調に進めば、消費者は空になったペットボトルをリ
サイクル・ボックスに入れ、それを業者が回収して廃
棄物処理事業者のもとへ運ぶ。ペットボトルは選別さ
れた後、リサイクル会社に送られ、リサイクル・ポリ
エステルに生まれ変わる。衣料品メーカーは、このポ
リエステルをフリース・ジャケットに加工し、スポー
ツ用品店で販売する。このような循環型サイクルをよ
り日常的で効率的に、そして期待通りに実現するには、
例えばエコシステム・パートナーシップや、テクノロ
ジーを駆使したプラットフォームなどの形で、業界を
横断したコラボレーションが必要となる。

https://jp.newsroom.ibm.com/2021-05-24-Asahi-Kasei-launches-plastic-resource-recycling-project-BLUE-Plastics-with-IBM-Japan
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+

図 5

AI を活用したデジタル・コマンド・	
センターにより、社内外で	
コラボレーションを促進する

貴社はどのようにオープン・イノベーション
を推進していますか？

Q1 エコシステム・パートナーとのデータ共有や
コラボレーションを実現するためのテクノロ
ジー・アーキテクチャーは、どの程度オープ
ンなものとなっていますか？

Q2 オープン・イノベーション・プラットフォー
ムへの参加者を増やし、より優れた集合知の
アーキテクチャーを構築するために、どのよ
うな取り組みを行っていますか？

Q3 オープン・イノベーションを推進するエコシ
ステム・オーケストレーション機能はありま
すか？また、最大の効果を得るために、どの
ように測定し、監視を行っていますか？

出典：2021 IBM Institute for Business Value Virtual Enterprise Survey の未公開データ。
Q：今後 3 年間における貴社でのデジタル・コマンド・センターの利用について、以下の記述にどの程度同意しますか？
上図は、「同意する」と「強く同意する」の合計の割合を示す。

68%従業員体験の推奨アクション

67%顧客体験の推奨アクション

67%

65%エコシステム体験の推奨アクション

61%

製品体験の推奨アクション

エンド・ツー・エンドのワークフローの可視性と透明性

60%ブランド体験の推奨アクション

デジタル・コマンド・センターが提供するもの：

貴社の「現在地」を知るための問い 
～オープン・イノベーションの推進～



Plastic Bank 社
プラスチックのエコシステムで 
リサイクル革命を実現

社名が示すように、Plastic Bank 社は、プラスチック
を預け、通貨を引き出す枠組みを提供している。具体
的には、同社は世界で特に貧しい沿岸地域で倫理的
なリサイクル・エコシステムを構築している。プラ
スチック廃棄物は業者により回収されると、特別手
当に交換される。回収された廃棄物は Social Plastic®
として生まれ変わり、製品やパッケージとして再利
用される。一方、特別手当は家計を改善し、食料品
や燃料、授業料、健康保険などの必需品の支払いに
回される。

Plastic Bank 社は、世界の製造業のためのクローズ
ド・ループのサプライチェーンを構築することで、
使い捨てプラスチックがない社会の到来を目指して
いる。また貧困層のコミュニティーのゴミ収集者が

リサイクル事業者になれるように支援しており、何
百万もの人々を貧困から救う可能性もある。また
Plastic Bank 社は、Alchemy ™と呼ばれるブロック
チェーン・インフラを導入して、すべての取引を保
護し、リアルタイムでデータを可視化することで、
透明性・トレーサビリティー・迅速なスケーラビリ
ティーを実現した。

Plastic Bank 社は、真の意味での社会貢献企業として、
プラスチック廃棄物の価値を明らかにし、企業と消
費者が一緒になって海洋プラスチックゴミを減らす
手助けをしている。それと同時に、地球上で特に貧
困層が多い沿岸地域の回収者コミュニティーの生活
の向上を目指している。

14
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アクション・ガイド

サステナビリティーと 
その影響を優先し、 
ポジティブな変革を促す
バーチャル・エンタープライズは、社会的責任を個々
の部門や組織に分割して落とし込むのではなく、企
業全体、さらには企業間、社会全体にわたってすべ
ての機能に根付かせる。利害関係者が社会的責任を
重視していることを理解した上で、バーチャル・エ
ンタープライズは、デジタル技術を活用して、変革
とサステナビリティーの取り組みを戦略・運用の両
面で統合し、さらなる進化を目指す。

バーチャル・エンタープライズは、テクノロジーを
活用して、サステナビリティーの実現を目指すと同
時に、経済的機会の拡大も追及する。そのためにコ
ラボレーションを活用し、エコシステム・パートナー
シップやプラットフォームへの参加を検討する。こ
うしたオープンなアプローチを通じ、責任ある公平
で持続可能な世界の実現という目標を掲げることで、
新たなソリューションの創出ができるようになる。

幅広い社会的影響を踏まえ、組織の目的と意図を連
携させるためのアクションの例を以下に示す。

戦略を進化させる

	— 国連の持続可能な開発目標を指針として、環境サス
テナビリティーとその社会的影響を企業戦略に組み
込む。19

	— サステナビリティーの重要性やその市場、取り巻くエ
コシステムを明確にし、規制・金融・経済・政治を含
む大きな意味でのESGリスクを特定する。

	— ステークホルダー資本主義に基づき、人間や地球、
企業のパーパス（存在意義）、さらに利益効果を総合
的に捉えて、サステナビリティーの価値を再評価する。

ツールを拡張する

	— データ・デジタル技術・自動化によって、どのように
業務やワークフローを改善できるかを評価しながら、
より持続可能な成果を求める。

	— 自動化やAIによって、生産プロセスやサプライチェー
ンを最適化し、環境負荷を低減する。

	— オープン・イノベーションと科学的発見を試行し、検
証することで、新たなソリューションの可能性を探る。

プラットフォームとエコシステムを活用する

	— 業界内外のエコシステム・パートナーと連携しつつ、
ワークフローを改善し、より持続可能な製品やサービ
スの開発を進める。

	— エコシステムのネットワークを民間、公共、および非
営利部門にまで拡大する。

	— 発見した内容を広く共有し、継続的に他者から学ぶ。

運用モデルを変革する

	— より持続可能な成果と実践を求めて、オープン・イノ
ベーションに取り組む。

	— 協力を得るため、内外の障壁を取り除く。

	— 新しいテクノロジーの導入と、データの透明性の向上
を加速させる。

進捗状況を測る

	— 運用指標、リーダーシップ評価、投資基準において、
サステナビリティーを重視する。

	— サステナビリティーのベンチマーク、測定ツール、報
告プロセスを確立する。

	— ビッグ・データとアナリティクスを導入して、効率性を
評価し、機会を発見する。

	— 新しい情報や知見が得られ次第、継続的に優先順位
を見直し、再考し、強化する。
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